
区　分 結果 番　号 議　　　件　　　名　　　等 継続審査・調査

議　
　
　
　
　

案

人　事

同　意 同 意 第 １ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について
同　意 同 意 第 ２ 号 農業委員会委員の任命について
同　意 同 意 第 ３ 号 農業委員会委員の任命について
同　意 同 意 第 ４ 号 農業委員会委員の任命について
同　意 同 意 第 ５ 号 農業委員会委員の任命について
同　意 同 意 第 ６ 号 農業委員会委員の任命について
同　意 同 意 第 ７ 号 農業委員会委員の任命について
同　意 同 意 第 ８ 号 農業委員会委員の任命について
同　意 同 意 第 ９ 号 農業委員会委員の任命について
同　意 同 意 第 1 0 号 農業委員会委員の任命について
同　意 同 意 第 1 1 号 農業委員会委員の任命について
同　意 同 意 第 1 2 号 農業委員会委員の任命について
同　意 同 意 第 1 3 号 農業委員会委員の任命について
同　意 同 意 第 1 4 号 農業委員会委員の任命について
同　意 同 意 第 1 5 号 農業委員会委員の任命について

その他 承  認 承 認 第 ４ 号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度七飯町一般会計補正予算（第３号））

条例改正

◎ 議 案 第 3 5 号 七飯町税条例の一部改正について
◎ 議 案 第 3 6 号 七飯町国民健康保険税条例の一部改正について
◎ 議 案 第 3 7 号 七飯町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
◎ 議 案 第 3 8 号 七飯町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
◎ 議 案 第 3 9 号 七飯町介護保険条例の一部改正について

その他
◎ 議 案 第 4 0 号 財産の取得について
◎ 議 案 第 4 1 号 冬トピア団地９０棟長寿命化改修建築主体工事請負契約について

補正予算 ○ 議 案 第 4 2 号 令和２年度七飯町一般会計補正予算（第４号）

その他
報告済 報 告 第 ２ 号 令和元年度一般財団法人北海道大沼国際交流協会事業報告及び決算報告について
報告済 報 告 第 ３ 号 令和元年度七飯町一般会計繰越明許費繰越計算書について
報告済 報 告 第 ４ 号 令和元年度七飯町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書について

意見書等
◎ 発議案第３号 新型コロナウイルス対策に関わる地方財政の充実・強化を求める意見書
◎ 発議案第４号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書

そ　の　他 報告済 出納検査報告
承  認 閉会中の委員会活動の承認について
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新型コロナウイルス感染症に対応する
経済対策に関する補正予算を可決

令和２年
第２回定例会
　令和２年第２回定例会は、６月９日に招集され、会期を
１１日までの３日間と決め、開催されました。
　新型コロナウイルス感染症への対応として、第１回定例
会に引き続きマスクの着用や手指の消毒などの措置を講
じたほか、ソーシャルディスタンスの取組として、議場内の
出席者の間隔を空け、傍聴席の席数を制限するなどの措

置を講じた中での審議となりました。
　新型コロナウイルス感染症への対応としての令和２年
度一般会計補正予算や条例改正など同意１５件、承認１件、
議案８件、報告３件を審議しました。
　また、議員提出議案として、意見書２件を審議し、原案
のとおり可決されました。

主
な
内
容

審議結果

◎＝全員一致で可決　○＝賛成多数で可決　●＝賛成少数で否決　×＝賛成なしで否決

◇審議して決まったこと………………………………P.23

◇監査報告………………………………………………P.2４

◇一般質問………………………………………………P.26

◇議員出席状況…………………………………………P.29

七 飯 町

210
令和２年８月
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増
や
そ
う
資
源
！

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

◆
七
飯
町
税
条
例
の
一
部
改
正

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
令
和
２
年

２
月
以
降
の
収
入
に
相
当
の

減
少
が
あ
る
者
の
納
税
猶
予

の
特
例
を
設
け
る
改
正

・
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
等
に
係
る
所
得

税
の
寄
附
金
控
除
の
特
例
を

設
け
る
改
正

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
住
宅
建
設

の
遅
延
等
に
よ
り
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
適
用
要
件
の
弾
力

化
に
よ
る
改
正

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め

の
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割

の
臨
時
的
軽
減
の
延
長
に
よ

る
改
正

・
そ
の
他
地
方
税
法
の
改
正
に

伴
う
改
正

　

公
布
の
日
、
令
和
２
年
10
月

１
日
、
令
和
３
年
１
月
１
日
、

同
年
10
月
１
日
、
令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
た
被
保
険
者
等
に
係
る
国
民

健
康
保
険
税
の
減
免
の
対
象
と

な
る
期
間
及
び
減
免
の
申
請
期

間
の
特
例
を
設
け
る
改
正

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
第
１
号
保
険

料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
の
申
請
書
の
提
出
期
限
の
特

例
を
設
け
る
改
正

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
伴
う
備
品
購
入
費
な
ど

に
よ
る
補
正

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
伴
っ
て
実
施
す
る
事

業
の
概
要
は
次
表
の
と
お
り
。

◆
専
決
処
分
の
承
認

（
令
和
２
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
）

　

特
別
定
額
給
付
金
事
業
、
子

育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事

業
の
実
施
に
伴
う
補
正

◆
七
飯
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　

中
核
市
の
長
が
放
課
後
児
童

支
援
員
認
定
資
格
研
修
を
実
施

で
き
る
こ
と
に
よ
る
改
正

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
改
正

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
財
産
の
取
得
（
戸
籍
総
合
シ

ス
テ
ム
機
器
）

▽
契
約
の
方
法

　

随
意
契
約

▽
取
得
金
額

　

１
千
584
万
円
に
北
海
道
市
町

村
備
荒
資
金
組
合
が
設
定
す

る
利
率
で
計
算
さ
れ
た
利
子

分
を
加
算
し
た
額

▽
財
産
の
取
得
先

　

札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西
６

丁
目　

北
海
道
自
治
会
館
内

　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組

合
長　

棚
野　

孝
夫

▽
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組

合
へ
の
納
品
業
者

　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
２

丁
目
10
番
地
２

　

株
式
会
社
エ
イ
チ・ア
イ・デ
ィ

◆
冬
ト
ピ
ア
団
地
90
棟
長
寿
命

化
改
修
建
築
主
体
工
事
請
負

契
約

▽
契
約
の
方
法

条
例
改
正

そ

の

他

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施事業
（第2回定例会）　　　　　（単位：千円）

事業の概要 補正額

公共施設での感染予防を図るため、窓口用パーテーションの
設置、除菌対策のため消毒用噴霧器、除菌剤、消毒液、テン
トなどを購入

4,613

公共交通事業者への社会システム維持のための感染予防対策
報償金を交付 500

社会福祉施設等における感染予防対策報償金を交付 9,900

町内の幼稚園、保育所、学童保育クラブ等の子育て施設にお
ける感染予防対策報償金を交付 2,160

町内の医科、歯科、整骨院等の医療機関等における感染予防
対策報償金を交付 7,410

疾病予防対策として、マスク、消毒液、防護服、非接触型電
子体温計などを購入 3,070

町内の衛生事業者における社会システム維持のための感染予
防対策報償金を交付 6,150

疲弊しつつある町内経済を回復する必要があることから、町
内に広く経済的な波及効果が期待されるクーポン券を発行
1世帯当たり6,000円（2,000円×３地区）

94,276

小中学校の手洗いに使用する水道蛇口を横レバー式に交換 2,530

エアコンの整備されていない小中学校の保健室にエアコンを
設置 3,151

小中学校の教室の換気促進のため扇風機を設置 6,860

新型コロナウイルス感染症の影響のために就労機会を失った
方、収入が減少した方を会計年度任用職員として採用 21,840

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
議
案
の
審
議
結
果

新
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
条
例
改
正

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
補
正
予
算

議　案
第３５号
第３６号
第３９号

議　案
第４２号
承　認

第 ４ 号

そ
の
他
の
議
案
の

審
議
結
果
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地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

１
億
571
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

鈴
木
・
東
商
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

　

代
表
者

　

亀
田
郡
七
飯
町
字
大
沼
町
746

番
地

　

株
式
会
社
鈴
木
事
業
所

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　

任
期
満
了
と
な
る
左
記
の
者

を
再
び
選
任
す
る
。

氏
名
：
森　

忠
昭

住
所
：
字
大
沼
町
206
番
地

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
に
よ
り
下
記
一
覧

の
者
の
任
命
に
同
意

◆
令
和
元
年
度
一
般
財
団
法
人

北
海
道
大
沼
国
際
交
流
協
会

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

◆
令
和
元
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

◆
令
和
元
年
度
七
飯
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書

◆
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見

書
２
件
が
可
決
さ
れ
、
要
望
事

項
と
し
て
各
関
係
機
関
及
び
各

関
係
大
臣
に
送
付
し
た
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
関
わ
る
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

◎
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

４
月
24
日

◆
七
飯
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
及
び
七
飯
町
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
感
染
し
た
こ
と
又
は
感
染

が
疑
わ
れ
る
症
状
が
現
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
労
務
に
服
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
被
保
険
者
で
、

給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

も
の
に
対
し
傷
病
手
当
金
を
支

給
す
る
た
め
の
改
正

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
商
工
業
経
営
安
定
資

金
融
資
条
例
の
一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
七
飯
町
商
工

業
経
営
安
定
資
金
融
資
制
度
の

利
子
補
給
金
に
つ
い
て
、
令
和

２
年
度
に
限
り
借
入
利
率
相
当

分
の
全
額
を
町
が
助
成
す
る
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
感
染
し
た
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
に
対
す
る
傷
病
手

当
金
に
伴
う
補
正

　

５
月
１
日

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
な
ど
に
よ
る
補
正

報

告

人

事

発

議

案

条
例
改
正

補
正
予
算

補
正
予
算

監　査　報　告
例月出納検査

　一般会計、各特別会計、各企業会計、歳入歳出外会
計及び各基金に係る現金、預金等の出納保管状況を
次のとおり検査した。
令和２年２月分：３月２６日、２７日、３１日
令和２年３月分：４月２３日、２４日、２７日、２８日
令和２年４月分：５月２６日、２７日、２８日、２９日

検査結果
　現金、預金等の金額並びに提出された収支計算書そ
の他の資料に記載された金額は、いずれも関係帳簿等
の金額と一致し、計数上の誤りは認められなかった。
３月の検査日における水道事業会計の貯蔵品は台帳
と在庫数が一致した。

監査委員　　　　
永　田　英　利
神　﨑　和　枝

農 業 委 員 会 委 員 一 覧
住　所 氏　名

大中山６丁目５０１番地 千島　　武
字上藤城４１４番地の３ 野澤　博幸
字鶴野６７番地 神　　秀子
字飯田町５５番地３ 小坂　寛和
字上軍川６２９番地の１０ 池田　泰久
大川１０丁目３３４番地 杉村　久悦
大中山１丁目６番２０号 宮本　　猛
字中島１６７番地４ 澤田　雄一
字大沼町６２８番地 山川　　明
大川８丁目２７９番地３ 平野　博章
鳴川１丁目４番７号 宮田　　学
字東大沼４１６番地９ 松田　　永
鳴川３丁目１０番１号 宮後　英子
字峠下３３０番地２ 小澤　大栄

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
条
例
改
正
・
補
正
予
算

第１回
第２回
第３回
臨時会

令
和
２
年

第
１
回

臨
時
会

令
和
２
年

第
２
回

臨
時
会

一般会計補正予算（第２号）の概要
（第2回臨時会） 　　　　　　　　（単位：千円）

事業の概要 補正額
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、北海道の休業要請に協
力する事業者に対して道の制度への上乗せや町独自の支援により一律
30万円の給付を行う

43,300

新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、令和２年度の商工業経営
安定資金融資に限り、利子全額を町が助成する 1,937

　第２回定例会の会議録は、１０月下旬以降に議会事務局で閲
覧することができます。下記の七飯町議会のページからも閲覧
することができます。

http://www.town.nanae.hokkaido.jp/
hotnews/category/444.html

議 会
会議録
Ｈ Ｐ
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7
月
10
日

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
な
ど
に
よ
る
補
正

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
な
ど
に
よ
る
補
正

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
伴
っ
て
実
施
す
る
事

業
の
概
要
は
次
表
の
と
お
り
。

◆
専
決
処
分
の
承
認

（
七
飯
町
税
条
例
の一部
改
正
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正

　
　

令
和
２
年
４
月
１
日
施
行

◆
専
決
処
分
の
承
認

（
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
）

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
う
改
正

　
　

令
和
２
年
４
月
１
日
施
行

◆
本
町
上
台
団
地
３
棟
・
４
棟

長
寿
命
化
改
修
建
築
主
体
工

事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

　

賛
成
少
数
に
よ
り
否
決

◆
議
案
第
31
号　

令
和
２
年
度

七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
撤
回
の
件

◆
本
町
上
台
団
地
３
棟
・
４
棟

長
寿
命
化
改
修
建
築
主
体
工

事
請
負
契
約

の
一
部
変
更

　

腐
食
し
て
い

る
野
地
板
や
垂

木
の
撤
去
及
び

新
設
の
た
め

▽
契
約
金
額

　

変
更
前
：

　

５
千
412
万
円

　

変
更
後
：

　

５
千
786
万
円

◆
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用
パ
ソ

コ
ン
購
入

▽
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

１
億
322
万
４
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

亀
田
郡
七
飯
町
鳴
川
５
丁
目

　

12
番
９
号

　

株
式
会
社
ミ
ュ
ー
ト
ネ
ッ
ト

そ

の

他

そ

の

他

そ

の

他

令
和
２
年

第
３
回

臨
時
会

補
正
予
算

そ
の
他
の
議
案
の

審
議
結
果

第
１
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

第
３
回
臨
時
会

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施事業
（第3回臨時会）　　　　　　　　　（単位：千円）

事業の概要 補正額

新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る取組として、町有バスの乗車定員を40名から
20名に制限したことに伴い、制限した人数分について民間大型バスの借上げを行う 1,967

公立はこだて未来大学の学生等への支援に係る経費、家計が急変したことによる高等教
育の修学支援新制度対象者の増加に係る授業料収入の減額補填分、及び学生の学習
機会確保のための遠隔授業実施等に係る経費を構成市町で負担

996

介護、障害福祉など事業者への感染予防対策に対する社会福祉サービス等事業者支
援金の交付、社会福祉サービス等事業者を支援するための新北海道スタイル啓発ポス
ターの印刷

5,665

医療提供体制等の構築のため、町内医療機関へ感染症防止対策報償金を交付 8,500
新型コロナウイルス感染症の影響が長期化していることを踏まえ、9月検針分から3か月間
の水道料金のうち基本料金分の減免を実施 59,498

新型コロナウイルス感染症と症状が類似するインフルエンザの感染を抑制するため、イン
フルエンザ予防接種費用を町が全額負担 78,400

特別定額給付金の基準日翌日である令和2年4月28日から令和3年4月1日までに出生した
新生児、保護者を支援するため、10万円の給付金を交付 17,300

新型コロナウイルス感染症の拡大による影響を受け、事業収入が減少した事業者に対し
て事業の経営を下支えし、幅広く支援するための七飯町独自の持続化給付金を交付 163,000

宿泊利用者に対し町内で使用できるアップル商品券を配布し、町内の宿泊促進及び消費
喚起を図る 30,660

町内での宿泊、飲食や体験を伴う団体ツアーの実施に対し、新型コロナウイルス感染症拡
大防止の対策にかかった経費として団体旅行支援商品造成助成金を交付 3,000

町内での宿泊、飲食等施設を利用する団体ツアーの造成、実施への助成として団体旅
行支援誘客促進助成金を交付 17,000

避難所の新型コロナウイルス感染症対策として、災害避難時の集団感染リスクの低減を
図るため、必要な備蓄品（フェイスシールド、防護服セットほか）及び保管用倉庫を整備 14,615

大沼岳陽学校のスクールバスでの乗車率を下げ、三密を防ぐため、スクールバスを増車 14,735
教室内の換気を促すための窓の開放時の虫対策として網戸を設置、病弱学級の熱中症
対策としてエアコンを設置 6,272

ソーシャルディスタンスを意識した授業に伴い、小型無線マイク、拡声器スピーカー、ヘッド
マイク等を購入。毎日の消毒作業で使用するタオル及び保健室で使用するシーツ等の洗
濯に必要な洗濯乾燥機を購入

3,408

実業団陸上チームの合宿の際に分散乗車が可能な民間バスの借上げを行う 738
給食停止期間中の各家庭での食費増に加え、経済的な影響が特に大きい子育て世帯を
支援するため、学校給食費の2か月分の無償化を実施 12,385

第１回臨時会から第３回臨時会までの補正予算の金額　（単位：千円）
会　計　名 補　正　前 補　正　額 補　正　後

一般会計（第２号） 12,000,000 45,684 12,045,684

一般会計（第３号） 12,045,684 2,885,568 14,931,252

一般会計（第４号） 14,931,252 399,571 15,330,823

一般会計（第５号） 15,330,823 452,135 15,782,958

国民健康保険特別会計 3,330,000 1,110 3,331,110

水道事業
会 計

収益的収入 520,800 605 521,405

収益的支出 452,300 605 452,905
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減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

一 般 質 問
　

　

現
在
、
七
飯
町
内
で
は

町
内
会
に
加
入
し
な
い
世

帯
が
増
え
、
地
域
が
分
断
に
近

い
状
況
も
発
生
し
て
い
る
。
一

例
と
し
て
、
外
灯
費
の
徴
収
や

ゴ
ミ
の
処
置
に
つ
い
て
、
町
内

会
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
事

例
も
発
生
し
て
お
り
、
町
の
対

応
策
や
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

①
町
内
会
管
理
の
全
て
の
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
無
く
し
、
ゴ

ミ
収
集
業
務
を
世
帯
ご
と
に
出

来
な
い
か
。

②
外
灯
は
令
和
８
年
の
リ
ー
ス

期
間
終
了
後
は
町
内
会
管
理
と

な
る
の
か
。
そ
の
為
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
で
現
在
浮
い
た
電
気
料
金
を

将
来
の
灯
具
購
入
資
金
と
し
て

貯
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

③
外
灯
の
電
気
料
金
を
全
て
町

負
担
と
で
き
な
い
の
か
。

④
地
域
担
当
職
員
制
度
を
設
立

し
町
内
会
活
動
を
支
援
で
き
な

い
か
。【

環
境
生
活
課
長
】

①
管
内
で
は
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
や
戸
別
収
集
ど
ち
ら
も

採
用
さ
れ
て
い
る
が
人
口
割
で

確
認
す
る
と
戸
別
で
は
３
割
程

経
費
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
。

将
来
的
な
課
題
と
し
て
理
解
し

て
い
る
が
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
出
現
に
よ
り
、
国
、
道

は
３
密
に
よ
る
感
染
防
止
の
た

め
、
相
次
い
で
緊
急
事
態
宣
言

を
出
し
、
人
々
の
外
出
自
粛
、

事
業
所
の
休
業
要
請
や
小
中
学

校
等
の
休
校
が
長
期
間
続
い
た
。

地
域
に
お
い
て
は
、
新
た
な
生

活
様
式
に
よ
り
、
人
と
の
結
び

つ
き
が
分
断
さ
れ
生
活
が
疲
弊

し
、
未
曽
有
の
事
態
に
陥
っ
て

い
る
。
更
に
、
秋
冬
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
第
２
波
、
第
３
波

の
感
染
再
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

　

町
は
、
こ
の
度
の
事
態
か
ら

何
を
教
訓
と
し
、
今
後
の
対
策

に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

①
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
課
題

と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

②
子
ど
も
達
の
教
育
に
関
す
る

課
題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

【
福
祉
課
長
】

①
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
本
的
対

処
方
針
に
お
い
て
高
齢
者
等
の

支
援
が
必
要
な
方
々
の
居
住
や

支
援
に
関
す
る
全
て
の
生
活
支

援
関
係
事
業
所
は
事
業
の
継
続

を
要
請
す
る
と
さ
れ
、
町
内
医

療
機
関
、
介
護
福
祉
事
業
所
等

【
住
民
課
長
】

②
・
③
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施

す
る
際
に
、
灯
具
の
リ
ー
ス
期

間
終
了
後
は
、
各
外
灯
組
合
、

町
内
会
で
維
持
管
理
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
協
議
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
16
年
度
よ
り
外
灯

維
持
費
補
助
金
を
６
割
に
引
き

上
げ
て
い
る
。

【
民
生
部
長
】

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
っ
て
電
気

料
が
従
来
の
半
額
程
度
に
な
っ

た
。
リ
ー
ス
期
間
終
了
後
に
向

け
て
、
今
後
も
町
内
会
や
外
灯

組
合
と
協
議
す
る
考
え
で
あ
る
。

【
町
長
】

④
制
度
が
な
く
て
も
、
普

段
か
ら
職
員
に
は
、
町
内
会
活

動
に
参
加
し
、
地
元
の
ニ
ー
ズ

を
拾
っ
て
、
職
務
に
役
立
た
せ

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

総
事
業
費
８
億
３
千
万

円
を
超
え
る
「
七
飯
町
防

災
行
政
無
線
整
備
事
業
」
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期

に
大
き
な
事
業
費
の
必
要
性
に

つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

①
町
内
全
域
に
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
を
設
置
す
る
工
事
費
は

１
億
３
千
万
円
程
で
、
そ
れ
以

外
の
費
用
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
料
で
あ
り
、
防
災
無
線
機
能

と
し
て
は
こ
れ
だ
け
で
済
む
の

で
は
感
染
症
予
防
を
徹
底
し
、

支
援
が
必
要
な
町
民
の
安
定
し

た
生
活
を
確
保
し
、
一
人
の
感

染
者
も
出
さ
ず
事
業
を
継
続
し

て
い
る
。

　

感
染
予
防
行
動
で
自
主
的
に

施
設
利
用
を
控
え
る
例
や
自
粛

す
る
な
ど
で
筋
力
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
。

　

今
後
、
筋
力
や
免
疫
力
を
高

め
る
情
報
を
冊
子
に
ま
と
め
周

知
啓
発
し
、
高
齢
者
の
健
康
維

持
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

【
学
校
教
育
課
長
】

②
町
内
の
小
、
中
、
義
務

教
育
学
校
で
は
、
長
期
の
休
校

が
余
儀
な
く
さ
れ
、
学
習
機
会

の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
は
修
学
旅

行
、
部
活
、
入
試
な
ど
将
来
的

な
部
分
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

今
後
、
学
習
機
会
の
確
保
は
夏

季
休
業
、
冬
季
休
業
の
短
縮
や

土
曜
授
業
実
施
で
必
要
な
時
数

の
確
保
を
し
た
い
。

　

ま
た
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
全
児
童

生
徒
に
一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン

を
整
備
し
、
今
回
の
よ
う
な
休

校
中
に
も
家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
が
で
き
る
よ
う
推
進
し
た

い
。

で
は
な
い
か
。
町
職
員
用
に
移

動
系
無
線
機
の
整
備
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
携
帯
電
話
で
十

分
機
能
で
き
る
の
で
、
事
業
費

の
縮
小
を
再
考
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

②
今
回
の
計
画
で
行
え
る
町
民

サ
ー
ビ
ス
は
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
を
備
え

な
く
て
も
現
行
の
携
帯
電
話
網

で
可
能
で
は
な
い
か
。

【
情
報
防
災
課
長
】

①
現
在
の
町
営
基
地
局
方

式
を
採
用
す
る
と
、
更
に
工
事

費
が
増
え
る
た
め
、
民
間
の
携

帯
電
話
網
を
使
用
し
て
、
携
帯

電
話
を
持
た
な
い
世
帯
に
戸
別

受
信
機
（
双
方
向
受
信
・
持
ち

出
し
共
に
可
能
）
を
配
置
す
る
。

職
員
用
の
無
線
機
も
携
帯
電
話

で
は
補
完
で
き
な
い
と
考
え
る
。

②
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
は
、
戸
別
受
信
機

４
千
台
に
情
報
伝
達
す
る
為
に

必
要
で
あ
り
、
今
後
Ｉ
ｏ
Ｔ
社

会
に
向
け
て
色
々
な
町
民
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
上
で
必
要
な
仕
組

み
と
考
え
て
い
る
。

【
町
長
】

現
在
、
計
画
中
の
も
の
が

町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め

の
最
善
の
も
の
と
考
え
て
い
る

の
で
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

「
七
飯
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
つ
い
て
」

　

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
休
校

中
に
も
家
庭
訪
問
を
教
職
員
全

体
で
取
り
組
み
、
校
内
環
境
は

換
気
対
策
や
水
道
の
蛇
口
改
修

な
ど
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式

に
よ
り
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

【
再
質
問
】

ネ
ッ
ト
等
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
誹
謗

中
傷
問
題
は
、
医
療
、
介
護
施

設
や
ス
ー
パ
ー
の
従
事
者
に
向

け
ら
れ
、
誹
謗
中
傷
を
受
け
た

人
は
心
に
深
い
傷
を
負
う
。
ま

し
て
、
子
ど
も
に
対
す
る
誹
謗

中
傷
を
さ
せ
な
い
、
町
民
が
誹

謗
中
傷
の
加
害
者
に
な
ら
な
い

様
な
啓
発
等
の
考
え
は
な
い
か
。

【
町
長
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
は
収
束
し
て
い
な
い
。
何

時
自
分
が
感
染
す
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
で
誹
謗
中
傷
を
決
し

て
し
な
い
よ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
、
そ
う
い
う
七
飯
町
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
無
く
し
、

　
　
　
ゴ
ミ
収
集
業
務
を
世
帯
ご
と
に
実
施
出
来
な
い
か

町
民
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
つ
い
て

誹
謗
中
傷
す
る
こ
と
に
つ
い
て

現
在
よ
り
も
３
割
程
経
費
が
増
え
る
と
思
わ
れ
、

　
　
　
　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
を
維
持
し
て
い
き
た
い 

町
民
に
対
し
、
誹
謗
中
傷
を
決
し
て
し
な
い
よ
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る

平
　
松
　
俊
　
一
　
議 

員

田
　
村
　
敏
　
郎
　
議 

員

　

一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質

問
者
が
要
約
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
な
質
疑
や
答

弁
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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増
や
そ
う
資
源
！

一 般 質 問

　

中
国
武
漢
市
に
お
い
て
、

令
和
元
年
12
月
以
降
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
が

報
告
さ
れ
、
中
国
を
中
心
に
世

界
各
国
に
拡
散
し
た
。

　

２
月
28
日
に
は
北
海
道
独
自

の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

４
月
18
日
に
は
全
国
に
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
、

解
除
さ
れ
た
。

　

町
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
、
観
光
業
を
は
じ
め
と
す

る
各
産
業
が
大
き
な
痛
手
を
受

け
て
い
る
。
最
悪
の
場
合
は
、

倒
産
す
る
企
業
が
多
数
出
る
状

況
で
あ
り
、
対
策
を
ど
の
よ
う

に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、

町
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

①
町
内
事
業
者
の
金
融
機
関
へ

の
借
入
に
対
す
る
保
証
料
補
給

金
の
総
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

②
今
後
、
町
内
事
業
者
向
け
の

助
成
金
に
対
す
る
町
単
独
の
上

乗
せ
は
考
え
て
い
る
の
か
。

③
町
内
事
業
者
（
補
助
対
象
に

な
っ
た
飲
食
店
を
除
く
。
）
に

対
す
る
町
単
独
の
助
成
は
考
え

て
い
る
の
か
。

⑴
地
域
公
共
交
通
事
業
者
に

対
す
る
助
成
は
。

⑵
医
療
・
介
護
施
設
に
対
す

る
助
成
は
。

⑶
観
光
業
者
に
対
す
る
助
成

は
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、

町
内
小
中
学
校
が
休
校
に
な
っ

て
い
た
が
、
６
月
１
日
よ
り
授

業
再
開
に
伴
い
、
授
業
計
画
の

内
容
と
今
後
、
休
校
に
な
っ
た

場
合
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

①
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
授

業
時
数
は
確
保
出
来
て
い
る
の

か
。

②
今
後
、
休
校
に
な
っ
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

③
昨
年
、
一
般
質
問
で
も
行
っ

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
通
信
整
備

に
つ
い
て
は
、
現
在
ど
の
よ
う

な
状
況
な
の
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】

①
今
年
度
、
４
月
６
日
に

入
学
式
、
始
業
式
を
行
い
、
令

和
２
年
度
の
学
校
生
活
が
始

ま
っ
た
中
、
４
月
18
日
か
ら
国

の
緊
急
事
態
宣
言
の
拡
大
に

よ
り
休
校
期
間
に
入
っ
た
の

で
、
新
学
期
開
始
以
来
、
子
ど

も
た
ち
は
入
学
式
、
始
業
式
含

め
４
月
は
10
日
程
し
か
授
業
を

行
え
て
い
な
い
。
５
月
８
日
に

中
学
校
の
み
が
、
18
日
か
ら
は

小
学
校
も
含
め
全
校
が
分
散
登

校
を
行
っ
た
も
の
の
、
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
く
授
業
時
数
に

つ
い
て
は
現
在
の
所
、
追
い
つ

【
商
工
観
光
課
長
】

①
北
海
道
の
緊
急
事
態
宣

言
以
降
の
融
資
件
数
は
13
件
、

融
資
額
４
千
170
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
保
証
料
補
給
額
は

76
万
４
千
786
円
で
あ
る
。
商
工

業
経
営
安
定
資
金
融
資
制
度
は
、

運
転
資
金
や
設
備
資
金
で
そ
れ

ぞ
れ
１
件
500
万
円
で
あ
り
、
総

額
１
千
万
円
が
限
度
額
で
あ
る
。

②
第
２
回
臨
時
会
で
議
決
さ
れ

た
休
業
要
請
等
協
力
支
援
金
が

30
万
円
で
あ
る
。
203
件
分
を
予

算
計
上
し
、
現
在
の
申
請
数
は

37
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
地
区
２
千
円
、
３
地
区
で

計
６
千
円
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
券

を
全
世
帯
に
配
布
し
、
消
費
の

喚
起
、
下
支
え
に
よ
り
町
内
経

済
を
活
性
化
し
た
い
。

③
⑶
国
の
２
次
補
正
に
あ
わ
せ

て
町
独
自
の
対
策
を
適
時
適
切

に
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
政
策
推
進
課
長
】

③
⑴
地
域
公
共
交
通
事
業

者
に
対
し
て
は
、
感
染
リ
ス
ク

の
高
い
仕
事
に
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
へ
の
慰
労
、
感
染
予
防
対

策
の
支
援
、
町
の
経
済
の
喚
起

の
た
め
の
補
正
予
算
を
提
案
し

て
い
る
。

【
子
育
て
健
康
支
援
課
長

及
び
福
祉
課
長
】

③
⑵
２
波
３
波
の
可
能
性
に
備

い
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
今

後
、
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事

の
中
止
な
ど
で
練
習
を
予
定
し

て
い
た
時
間
を
授
業
時
間
に
回

す
対
応
に
加
え
、
夏
季
休
業
で

９
日
間
、
冬
季
休
業
で
８
日
間

の
短
縮
を
行
っ
た
上
で
、
ま
だ

不
足
が
見
込
ま
れ
る
学
年
に
つ

い
て
は
、
土
曜
授
業
を
行
う
な

ど
の
対
応
で
授
業
時
数
の
確
保

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

②
学
校
で
の
感
染
症
対
策
を
十

分
に
行
っ
た
上
で
６
月
１
日
か

ら
学
校
を
再
開
し
た
所
な
の
で
、

再
度
の
休
校
は
避
け
た
い
が
、

や
む
を
得
ず
休
校
に
な
っ
た
場

合
は
、
今
回
の
休
校
期
間
の
よ

う
に
分
散
登
校
な
ど
を
可
能
な

限
り
実
施
し
、
極
力
、
学
習
の

遅
れ
の
な
い
よ
う
に
対
応
し
た

い
。

③
こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
係
る
全
国
的
な
休
校
措
置
の

長
期
化
に
伴
い
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
変
更
に
な

り
、
当
初
、
令
和
２
年
か
ら
令

和
５
年
の
４
年
間
で
整
備
す
る

予
定
で
あ
っ
た
計
画
が
令
和
２

年
度
の
単
年
度
で
全
児
童
生
徒

へ
端
末
を
整
備
す
る
計
画
と

な
っ
た
た
め
、
本
定
例
会
に
お

い
て
全
児
童
生
徒
、
職
員
へ

の
パ
ソ
コ
ン
の
購
入
費
用
及

び
遠
隔
授
業
用
の
備
品
な
ど

え
て
、
マ
ス
ク
や
防
護
服
な
ど

の
衛
生
用
品
を
確
保
し
、
不
足

す
る
施
設
に
配
布
し
て
い
き
た

い
。

【
再
質
問
】

①
地
域
公
共
交
通
事
業
者

に
、
道
や
函
館
市
の
よ
う
に
厚

い
支
援
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

②
自
粛
解
除
後
に
移
動
が
増
え

る
と
感
染
拡
大
の
可
能
性
も
あ

り
、
再
び
経
済
が
落
ち
込
む
可

能
性
も
あ
る
。
リ
ス
ク
を
い
か

に
少
な
く
た
め
に
今
か
ら
準
備

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

介
護
医
療
施
設
に
対
し
て
、

２
波
３
波
が
来
て
も
十
分
に

施
設
が
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
や
防
護
服

な
ど
を
準
備
す
る
考
え
は
な
い

か
。

【
政
策
推
進
課
長
】

①
町
内
で
の
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
な
が
ら
検
討
を
加
え

て
い
き
た
い
。

【
町
長
】

②
国
の
第
２
次
補
正
予
算

が
決
定
し
た
際
に
は
、
倒
産
企

業
を
１
件
も
出
さ
な
い
た
め
に

も
、
国
の
制
度
の
対
象
か
ら
外

れ
た
も
の
に
対
し
て
も
対
応
し

た
い
。

１
億
１
千
449
万
８
千
円
を
計
上

さ
せ
て
頂
き
、
今
後
、
長
期
の

休
校
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
を

図
っ
て
い
く
。

【
再
質
問
】

各
学
校
で
の
三
密
の
対
策

に
つ
い
て
は
。

【
学
校
教
育
課
長
】

文
部
科
学
省
よ
り
示
さ
れ

て
い
る
学
校
に
お
け
る
衛
生
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
行
っ

て
い
る
。

　

学
校
の
規
模
に
も
よ
る
の
で
、

小
規
模
校
で
あ
れ
ば
隣
の
方
と

十
分
な
距
離
が
取
れ
る
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
七
飯
中
学
校
、

七
重
小
学
校
な
ど
の
大
規
模
校

で
は
１
ｍ
取
れ
な
い
の
で
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
示
さ
れ
て
い
る
通

り
可
能
な
限
り
距
離
を
取
っ
て
、

マ
ス
ク
着
用
、
朝
の
検
温
等
な

ど
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
授
業

を
行
っ
て
い
る
。

　
【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

「
学
校
再
開
後
の
学
校
給
食
の

対
応
に
つ
い
て
」
、
「
学
校
再

開
後
の
行
事
予
定
、
ク
ラ
ブ
活

動
等
の
対
応
に
つ
い
て
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
町
の
経
済
対
策
に
つ
い
て

学
校
再
開
後
の
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
対
応
に
つ
い
て

国
の
第
２
次
補
正
予
算
に
あ
わ
せ
て
本
格
的
に
提
案
す
る

今
後
、
長
期
の
休
校
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
を
図
っ
て
い
く

横
　
田
　
有
　
一
　
議 

員

川
　
村
　
主
　
税
　
議 

員
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増
や
そ
う
資
源
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減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

一 般 質 問
　

　

平
成
25
年
度
、
七
飯
町

は
特
定
健
診
の
受
診
率
が

全
道
179
市
町
村
中
172
位
と
な
り
、

全
道
ワ
ー
ス
ト
８
と
い
う
結
果

で
あ
っ
た
。
被
保
険
者
の
健
康

維
持
増
進
や
国
民
健
康
保
険
や

後
期
高
齢
者
医
療
の
税
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
健
康
診
査
の
受

診
率
向
上
に
よ
り
住
民
の
健
康

増
進
を
図
り
、
医
療
費
の
軽
減

を
実
現
す
る
こ
と
が
税
負
担
の

軽
減
の
た
め
最
善
の
対
策
と
な

る
。

　

そ
こ
で
、
七
飯
町
の
実
施
し

て
い
る
特
定
健
診
と
基
本
健
康

診
査
の
実
態
に
つ
い
て
、
以
下

の
点
を
伺
い
た
い
。

①
20
歳
か
ら
39
歳
、
75
歳
以
上
、

20
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者

な
ど
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度

の
受
診
率
と
全
道
市
町
村
中
の

七
飯
町
の
順
位
に
つ
い
て

②
特
定
健
康
診
査
の
40
歳
か
ら

74
歳
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度

の
受
診
率
と
全
道
市
町
村
中
の

七
飯
町
の
順
位
に
つ
い
て

③
町
民
の
健
康
増
進
の
た
め
健

康
診
査
や
各
種
が
ん
検
診
な
ど

の
受
診
率
向
上
の
抜
本
的
対
策

に
つ
い
て
、
ま
た
、
生
活
習
慣

病
や
病
気
の
発
症
を
未
然
に
防

ぐ
取
組
に
つ
い
て

【
子
育
て
健
康
支
援
課
長
】

①
対
象
年
齢
に
対
す
る
受

診
率
に
つ
い
て
は
、
20
歳
か
ら

39
歳
は
２
．
32
％
、
75
歳
以
上

が
３
．
33
％
、
生
活
保
護
受
給

者
に
つ
い
て
は
０
．
21
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

七
飯
町
で
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
基
本
健
診
の
受
診
年
齢
を

30
歳
か
ら
20
歳
に
引
き
下
げ
て

い
る
。
各
自
治
体
の
受
診
対
象

年
齢
区
分
に
は
異
な
り
が
あ
る

た
め
、
道
内
市
町
村
と
の
デ
ー

タ
の
比
較
は
で
き
な
い
が
、
受

診
率
は
低
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。

③
受
診
率
向
上
の
抜
本
的
対
策

に
つ
い
て
、
20
歳
、
40
歳
、
60

歳
の
節
目
に
検
診
受
診
の
動

機
付
け
と
し
て
、
特
定
健
診
、

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、
前
立
腺
が

ん
検
診
、
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
性
別
、
年
齢

に
適
し
た
内
容
の
ク
ー
ポ
ン
券

を
セ
ッ
ト
に
し
て
送
付
し
て
い

る
。

【
住
民
課
長
】

②
令
和
元
年
度
の
順
位
に

つ
い
て
は
現
在
公
表
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
平
成
30
年
度
で
は

受
診
率
は
20
．
７
％
、
順
位
は

179
市
町
村
中
166
位
と
な
っ
て
い

る
。

③
国
民
健
康
保
険
で
は
、
受
診

率
向
上
の
た
め
、
令
和
元
年
度

よ
り
特
定
健
診
の
受
診
費
用
の

無
償
化
を
実
施
、
ま
た
、
未
受

診
者
に
対
す
る
利
用
促
進
の
た

め
、
意
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
や
電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨

に
加
え
、
葉
書
に
よ
る
受
診
勧

奨
を
増
や
し
て
い
る
。

【
再
質
問
】

北
海
道
で
も
進
ん
だ
町
、

例
え
ば
上
富
良
野
町
で
は
特
定

健
診
の
受
診
率
は
73
．
２
％
、

指
導
率
が
81
．
７
％
と
な
っ
て

い
る
。
七
飯
町
が
今
の
実
態
を

改
善
す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で

に
な
い
よ
う
な
取
組
が
必
要
で

は
な
い
か
。
特
に
、
保
健
師
の

数
を
抜
本
的
に
増
員
し
て
働
き

か
け
を
中
心
に
し
た
動
き
を
強

め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
民
生
部
長
】

今
年
の
春
に
保
健
セ
ン

タ
ー
の
保
健
師
が
働
き
易
い
よ

う
機
構
の
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
、
今
の
人
員
体
制
で
や
れ
る

と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
、
不
足
で

あ
れ
ば
ま
た
考
え
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
町
内
事
業
者
へ
の
影
響
調
査

に
つ
い
て
」
、
「
住
民
の
足
の

確
保
に
つ
い
て
」

町
民
の
健
康
増
進
の
た
め
健
康
診
査
や

特
定
健
診
な
ど
の
受
診
率
向
上
の
抜
本
的
対
策
を

特
定
健
診
受
診
料
の
無
償
化
、

受
診
勧
奨
の
強
化
を
実
施
し
て
い
る

上
　
野
　
武
　
彦
　
議 

員

　

大
沼
公
園
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
先
生
が
今
年
の
２
月
に

お
亡
く
な
り
に
な
り
、
同
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
閉
院
さ
れ
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
大
沼
地
区
の
医
療
体

制
は
厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
大
沼
地
区
の
医

療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
町

と
し
て
代
わ
り
の
医
師
を
招
致

す
る
考
え
は
な
い
か
。

【
子
育
て
健
康
支
援
課
長
】

深
山
院
長
の
後
継
者
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
大
沼
公
園

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
事
務
長
（
深
山

院
長
の
奥
様
）
、
渡
島
医
師
会

等
に
相
談
し
な
が
ら
協
議
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町

と
し
て
も
大
沼
地
区
の
地
域
医

療
体
制
、
観
光
地
と
し
て
の
充

実
し
た
医
療
体
制
を
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
確
保
し
て
い
き
た
い

こ
と
か
ら
早
期
再
開
を
目
指
し

積
極
的
な
招
致
を
進
め
て
い
く
。

「
教
育
機
会
確
保
法
」
成

立
後
の
七
飯
町
の
対
応
状

況
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
２
月
に
「
義
務
教

育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育

に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下

「
教
育
機
会
確
保
法
」
）
が
施

行
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

「
七
飯
町
適
応
指
導
教
室
設
置

要
綱
（
平
成
22
年
12
月
10
日
教

育
委
員
会
訓
令
第
13
号
）
」
及

び
「
七
飯
町
適
応
指
導
教
室
運

営
要
項
（
平
成
22
年
12
月
10
日

教
育
委
員
会
教
育
長
決
定
）
」

に
は
、
「
児
童
生
徒
の
学
校
復

帰
を
援
助
す
る
た
め
」
と
か

「
学
校
復
帰
を
援
助
す
る
」
と

か
「
学
校
復
帰
に
つ
い
て
の
必

要
な
助
言
」
と
の
記
載
が
あ
り
、

こ
の
「
学
校
復
帰
」
を
偏
重
す

る
こ
と
は
「
教
育
機
会
確
保

法
」
の
「
基
本
理
念
」
等
に
反

し
な
い
か
。
当
該
要
綱
等
を
改

正
す
る
予
定
は
な
い
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】

「
教
育
機
会
確
保
法
」
の

基
本
理
念
等
に
反
し
な
い
と
考

え
て
い
る
が
、
ご
指
摘
の
と
お

り
学
校
復
帰
と
い
う
表
現
が
多

く
、
学
校
復
帰
を
偏
重
し
て
い

る
よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
る
た
め
、

本
年
５
月
12
日
に
開
催
し
た
令

和
２
年
第
５
回
定
例
教
育
委
員

会
議
に
お
い
て
設
置
要
綱
及
び

運
営
要
項
中
の
「
学
校
復
帰
」

の
表
現
を
削
除
し
た
。

【
教
育
長
】

去
年
、
文
科
省
か
ら
過
去

の
学
校
偏
重
・
復
帰
偏
重
と
い

う
通
知
を
す
べ
て
破
棄
し
、
改

め
て
「
教
育
機
会
確
保
法
」

の
基
本
理
念
に
基
づ
い
た
対
応

を
す
る
よ
う
に
と
の
通
知
が
出

さ
れ
た
。
学
校
現
場
等
で
も
学

校
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が
、
た

め
に
な
る
と
い
う
考
え
方
は
今

で
も
多
少
残
っ
て
い
る
こ
と
は

否
め
ず
、
教
育
委
員
会
と
し
て

子
ど
も
た
ち
が
教
育
を
受
け
る

権
利
と
学
校
に
通
う
と
い
う
こ

と
は
別
の
こ
と
で
、
ど
う
し
て

も
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
通
う

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
児
童
生
徒
が
学
び
が
で
き

る
場
所
に
お
い
て
学
び
を
す
る

と
い
う
こ
と
を
認
め
る
形
に
変

え
る
と
い
う
こ
と
で
今
回
適
応

指
導
教
室
の
内
容
に
つ
い
て
も

訂
正
し
た
。
適
応
指
導
教
室
に

も
適
応
教
育
指
導
員
と
い
う
指

導
員
が
お
り
、
そ
の
指
導
員
の

方
で
し
っ
か
り
と
そ
の
子
の
実

情
、
家
庭
環
境
、
希
望
等
を
含

め
て
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
紹

介
等
も
し
て
お
り
、
今
は
「
教

育
機
会
確
保
法
」
の
基
本
理
念

に
基
づ
い
た
対
応
を
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

「
閉
校
後
の
大
沼
、
軍
川
及
び

東
大
沼
小
学
校
の
校
舎
等
の
活

用
に
つ
い
て
」
「
『
七
飯
町
立

地
適
正
化
計
画
』
に
つ
い
て
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
・
影
響
等
に
つ
い

て
」

大
沼
地
区
へ
医
師
を
招
致
す
る
考
え
に
つ
い
て

大
沼
公
園
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
早
期
再
開
を
目
指
し

積
極
的
な
招
致
を
進
め
て
い
く

若
　
山
　
雅
　
行
　
議 

員
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増
や
そ
う
資
源
！

一 般 質 問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

現
代
社
会
の
大
変
な
危
機

に
遭
遇
し
て
い
る
。

　

こ
れ
以
上
の
な
い
緊
急
事
態

だ
と
思
う
。
こ
の
事
に
よ
っ
て

町
内
の
飲
食
業
者
、
小
売
店
、

中
小
企
業
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
事
は
ご
存
知
の

事
と
思
う
。
今
は
非
常
時
で
あ

る
。
普
段
や
ら
な
い
事
を
や
る

覚
悟
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

①
休
業
の
長
期
化
は
個
人
経
営

の
飲
食
店
や
小
売
店
、
中
小
企

業
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
働
き
た
く
て
も
働
け
な

い
ひ
と
り
親
家
族
は
出
費
も
多

く
な
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
、
支
援
策
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
国
や
道
で
進
め
ら
れ
て
い
る

支
援
救
済
対
策
に
つ
い
て
該
当

者
は
是
非
利
用
し
て
頂
き
た
い

と
思
う
が
、
町
が
住
民
に
対
し

て
何
が
出
来
る
か
を
考
え
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
窮
地
に

立
っ
て
い
る
人
達
を
救
済
す
べ

き
で
あ
り
、
こ
の
有
事
の
時
こ

そ
財
政
調
整
基
金
を
活
用
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見

を
伺
い
た
い
。

③
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
夏
に
な

る
と
ピ
ー
ク
が
低
下
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
秋
、
冬
に
な

る
と
２
波
３
波
が
来
る
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
の
た
め

に
も
、
今
か
ら
対
応
策
の
準
備

が
必
要
と
思
う
が
、
所
見
を
伺

い
た
い
。

【
商
工
観
光
課
長
】

①
・
③
不
要
不
急
の
外
出

自
粛
で
３
密
を
避
け
る
対
策
が

実
施
さ
れ
、
町
内
の
各
事
業
者

も
売
上
の
激
減
や
休
業
等
、
経

営
に
多
大
な
悪
影
響
を
受
け
て

い
る
。

　

各
事
業
者
の
資
金
繰
り
支
援

の
た
め
、
町
融
資
制
度
の
利
子

補
給
を
利
子
全
額
と
す
る
拡

充
を
行
っ
た
ほ
か
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
の
市
町
村

認
定
書
を
即
日
発
行
し
、
円
滑

な
資
金
調
達
を
支
援
し
て
い
る
。

　

北
海
道
の
休
業
要
請
等
に
あ

わ
せ
て
町
独
自
の
支
援
策
と
し

て
、
北
海
道
の
支
援
金
と
あ
わ

せ
て
一
律
30
万
円
と
な
る
よ
う

支
援
金
の
支
給
を
実
施
し
て
い

る
。
町
が
実
施
す
べ
き
対
策
を

適
時
適
切
に
実
施
し
て
い
く
。

【
総
務
財
政
課
長
】

②
町
内
の
経
済
回
復
、
生

活
安
定
等
に
寄
与
す
る
必
要
な

対
策
の
た
め
、
国
か
ら
の
交
付

金
の
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金
を

投
入
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

【
再
質
問
】

子
ど
も
の
都
合
で
働
け
な

く
な
り
生
活
が
ひ
っ
迫
し
て
い

る
状
況
が
あ
る
。
ひ
と
り
親
家

族
に
町
独
自
の
支
援
は
で
き
な

い
か
。【

民
生
部
長
】

国
の
制
度
と
し
て
、
児
童

扶
養
手
当
に
臨
時
定
額
給
付
と

し
て
１
人
目
５
万
円
、
２
人
目

以
降
１
人
増
え
る
ご
と
に
３
万

円
を
支
給
す
る
。

　

今
後
、
町
独
自
の
も
の
は
、

次
の
２
次
補
正
の
中
身
を
見
な

が
ら
状
況
に
応
じ
て
考
え
て
い

く
。

【
再
質
問
】

町
民
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
町
が
出
来
る
こ
と
を
目
に

見
え
る
対
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
支
援
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
り
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】

町
が
単
独
で
出
来
る
も
の

は
、
間
髪
を
入
れ
ず
に
町
民
の

手
元
に
届
く
よ
う
に
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

国
や
道
と
連
携
し
、
町
が
単
独
で
出
来
る
も
の
は

速
や
か
に
支
援
し
て
い
く

中
　
島
　
勝
　
也
　
議 

員

令和２年第３回定例会は９月８日午前１０時から
開催を予定しています

ソーシャルディスタンスへの取組として
傍聴席の間隔を空けるため、傍聴席の席
数を制限しております。
傍聴席が満席の場合は、１階町民ギャラ
リーで傍聴していただくようお願いしま
す。

　議長あての文書や案内状は、日程の調整を
する必要がありますので、直接議会事務局にお
送り下さい。
◆送付先　七飯町本町６丁目１番１号
　　　　　七飯町議会議長　あて
◆電　話　６５－５９４７（直通）

議会事務局からのお願い
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